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Accountability
No. ❽

安全確保を大前提に
今後も必要な
原子力発電
浜岡原子力発電所が停止して２年以上が経過した。
大規模な停電もなく電気が届けられている今、浜岡の必要性を問う声もある。
浜岡の存在意義、安全性について改めて考える。

Ｑ
な
ぜ
日
本
に
原
子
力
発
電
が
導
入

さ
れ
た
の
か
？

Ａ 

日
本
は
か
つ
て
水
力
発
電
が
中
心

で
あ
っ
た
が
、
豊
富
で
安
い
石
油
の
出

現
に
よ
り
１
９
７
０
年
頃
に
は
、
全
発

電
量
の
６
割
以
上
を
石
油
火
力
発
電
が

占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
70

年
代
の
２
度
に
わ
た
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
を
教
訓
に
、石
油
の
依
存
度
を
下
げ
、

天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
や
石
炭
、
原
子

力
に
よ
る
発
電
な
ど
を
進
め
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
特
定
の
電
源
に
過
度
に

頼
る
こ
と
の
な
い
多
様
な
電
源
を
組
み

合
わ
せ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
電
源
構
成

を
目
指
す
中
で
、
原
子
力
発
電
が
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
き
た
【
図
１
】。

Ｑ
福
島
第
一
の
事
故
が
起
こ
っ
た
日

本
で
は
、
原
子
力
発
電
は
や
め
る
べ
き

で
は
？

Ａ 

日
本
は
世
界

有
数
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
大
国
で
あ

り
な
が
ら
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ほ
と
ん

ど
を
輸
入
に
頼
っ

て
お
り
、自
給
率
は
４
％
し
か
な
い【
図

２
】。
今
後
、
多
く
の
発
展
途
上
国
の

経
済
成
長
が
見
込
ま
れ
る
中
、
世
界
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
さ
ら
に
増
大
し
、

限
り
あ
る
資
源
の
獲
得
競
争
が
一
層
激

し
く
な
っ
て
い
く
【
図
３
】。
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
長
期
に
わ
た
り
安
定
的
に
確
保

す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

　

原
子
力
発
電
は
、
燃
料
と
な
る
ウ
ラ

ン
が
政
情
の
安
定
し
た
国
を
中
心
に
世

界
各
地
に
分
布
し
、
備
蓄
し
や
す
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
面
で
優
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
原
子
力
発
電
は
発
電
時
に

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
排
出
し
な

い
こ
と
か
ら
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
も

有
効
な
電
源
で
あ
る
。

　

経
済
性
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
の
総

合
的
な
発
電
コ
ス
ト
は
、
他
の
電
源
と

比
べ
て
遜
色
は
な
い
。
中
で
も
燃
料
費

に
着
目
す
る
と
、
原
子
力
の
発
電
コ
ス

浜岡原子力発電所の必要性と
安全性向上の取り組み

 【図2】 主要国のエネルギー自給率

（出典）：電気事業連合会「原子力・エネルギー図面集2013」より作成
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 【図1】 発電設備容量の推移（一般電気事業用）
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ト
に
占
め
る
燃
料
費
の
割
合
は
火
力
に

比
べ
て
小
さ
く
、
燃
料
費
が
変
動
し
て

も
安
定
し
た
コ
ス
ト
で
発
電
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
現
在
、
浜
岡
停
止
分
の
発

電
電
力
量
を
火
力
発
電
で
代
替
し
て
い

る
こ
と
に
よ
る
代
替
燃
料
費
は
、
年
間

３
２
０
０
億
円
も
の
巨
額
に
の
ぼ
っ
て

い
る
【
図
４
】。

　

こ
の
よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の

乏
し
い
日
本
に
お
い
て
、
化
石
燃
料
価

格
の
高
騰
や
、
地
球
温
暖
化
と
い
う
課

題
に
対
処
し
つ
つ
、
将
来
に
わ
た
り
安

定
的
に
安
価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確
保
し

て
い
く
た
め
に
は
、
今
後
も
原
子
力
発

電
は
重
要
な
電
源
と
考
え
る
。

Ｑ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
原
子
力

発
電
の
代
替
が
出
来
る
の
で
は
？

Ａ 

太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
純
国
産
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
に
資
す
る
と
と
も

に
、
発
電
時
に
Ｃ
Ｏ
２
を
発
生
し
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
発
電
量
が

自
然
条
件
に
大
き
く
左
右
さ
れ
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
密
度
も
低
い
。
原
子
力
発
電
や

火
力
発
電
と
同
じ
量
を
発
電
す
る
た
め

に
は
、
広
大
な
敷
地
面
積
と
コ
ス
ト
が

必
要
と
な
り
、
補
完
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
【
図
５
】。

Ｑ
浜
岡
停
止
後
も
電
気
は
足
り
て
い

る
。
浜
岡
は
不
要
で
は
？

Ａ 

浜
岡
停
止
後
、
代
替
と
し
て
火
力

発
電
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
た
結
果
、
火
力

発
電
の
比
率
が
全
発
電
量
の
９
割
を
占

め
て
い
る
【
図
６
】。

　

ま
た
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
調
達
先
の
約
６
割
を

カ
タ
ー
ル
に
依
存
し
て
お
り
、
カ
タ
ー

ル
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
よ
る
発
電
電
力
量
は
、

全
発
電
量
の
約
４
割
に
相
当
す
る
【
図

７
】。
特
定
の
電
源
に
過
度
に
依
存
す

る
こ
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
な
ど
の
観
点
か
ら
リ
ス
ク
が
大
き

い
。
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
や
燃
料

費
も
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
の
電
力
需
給
は
、
効
率

の
悪
い
老
朽
火
力
機
を
立
ち
上
げ
、
何

と
か
乗
り
切
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

 【図3】 世界のエネルギー資源確認埋蔵量

（注）可採年数は確認可採埋蔵量／年間生産量、
　　ウランの確認可採埋蔵量は費用130ドル／kg未満

（出典）：※1. BP統計2012　※2. OECD・IAEA「Uranium 2011」
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 【図4】 燃料単価
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　　100円／米ドルに補正し試算されている。

（出典）：電力需給検証小委員会（第3回）の資料より作成

 【図5】 原子力・太陽光・風力発電の比較

※1. 浜岡原子力発電所の約1.6㎢は原子力設備1基分の面積ではなく、発電所敷地全体の広さを表す。
※2. 風力発電は、1基／0.16㎢と仮定。

	 	 原子力発電所	 太陽光発電（住宅用）	 風力発電
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	 	 浜岡原子力発電所	 山手線とほぼ同じ面積	 山手線の3.4倍の面積

100万kW原子力発電所1基の年間発電電力量を生み出すのに必要な基数・敷地面積

 【図6】 電源別発電電力量構成比(中部電力）
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故
障
リ
ス
ク
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
火
力
発
電
に
大
き
く

依
存
し
た
電
源
構
成
は
、
安
定
供
給
、

経
済
性
、
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
課
題

が
あ
る
。
多
様
な
電
源
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
組
み
合
わ
せ
る
中
で
、
浜
岡
原
子
力

発
電
所
は
引
き
続
き
必
要
だ
と
考
え

る
。

Ｑ
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
を
踏
ま

え
、
浜
岡
の
耐
震
性
は
大
丈
夫
な
の

か
？

Ａ 

浜
岡
で
は
、
常
に
最
新
の
知
見
を

反
映
し
、
安
全
対
策
を
積
み
重
ね
て
き

た
。
燃
料
が
納
ま
る
原
子
炉
建
屋
は
基

礎
面
積
を
広
く
、
多
く
の
厚
い
壁
を

規
則
正
し
く
配
置
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ

う
に
重
心
を
下
げ
、
地
震
の
揺
れ
に
強

い
安
定
し
た
構
造
と
し
て
い
る
。
原
子

炉
建
屋
は
、
地
表
か
ら
お
よ
そ
20
㍍
掘

り
下
げ
て
、
固
い
岩
盤
に
直
接
設
置
し

て
い
る
。
ま
た
、
独
自
に
設
定
し
た
岩

盤
上
で
約
１
千
ガ
ル
の
揺
れ
に
対
し
て

発
電
所
の
耐
震
性
を
確
実
に
保
て
る
よ

う
、
耐
震
性
を
高
め
る
工
事
を
実
施
し

た
。
具
体
的
に
は
、
建
屋
内
の
配
管
な

ど
に
つ
い
て
、
約
５
千
箇
所
に
お
よ
ぶ

サ
ポ
ー
ト
の
改
造
や
追
加
設
置
な
ど
を

行
っ
た
（
２
０
０
８
年
ま
で
に
す
べ
て

実
施
）。
１
、２
号
機
は
、
こ
の
工
事
を

行
う
と
相
当
な
費
用
と
期
間
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
経
済
性
に
乏
し
い
と
判
断

し
、
09
年
に
運
転
を
終
了
。
現
在
廃
止

措
置
を
進
め
て
い
る
。

　

13
年
に
は
、
内
閣
府
の
「
南
海
ト
ラ

フ
の
巨
大
地
震
モ
デ
ル
検
討
会
」
か
ら

公
表
さ
れ
た
強
震
断
層
モ
デ
ル
に
基
づ

く
地
震
動
の
評
価
を
行
い
、
こ
の
地
震

動
は
最
大
１
千
ガ
ル
程
度
と
な
っ
た
。

ま
た
、
駿
河
湾
の
地
震
に
お
け
る
調
査

分
析
結
果
を
反
映
し
て
、
内
閣
府
モ
デ

ル
に
対
し
て
５
号
機
の
増
幅
が
顕
著
に

な
る
よ
う
、
当
社
独
自
に
厳
し
い
条
件

を
設
定
し
て
評
価
し
た
結
果
、
最
大

１
９
０
０
ガ
ル
程
度
と
な
っ
た
。
こ
れ

ら
の
地
震
動
に
対
し
て
、
施
設
へ
の
影

響
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
現
状
の
停
止

状
態
に
お
い
て
、
耐
震
安
全
性
を
確
保

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
今
後
、

評
価
結
果
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
追
加

の
地
震
対
策
と
し
て
、
５
号
機
お
よ
び

そ
の
周
辺
の
安
全
上
重
要
な
施
設
を
中

心
に
、
よ
り
一
層
の
耐
震
性
の
向
上
が

必
要
と
見
込
ん
で
い
る
。
今
後
、
３
～

５
号
機
の
施
設
全
般
を
対
象
に
、
具
体

的
な
工
事
対
象
施
設
や
設
計
の
検
討
を

進
め
、
今
年
度
中
に
計
画
を
取
り
ま
と

め
、
早
期
の
着
工
を
目
指
す
。

Ｑ
福
島
第
一
の
事
故
は
津
波
だ
け
が

原
因
で
な
く
、
地
震
に
よ
る
深
刻
な
被

害
が
原
因
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て

い
る
が
ど
う
か
？

Ａ 

事
故
原
因
に
つ
い
て
は
、
12
年
３

月
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
が
、
そ
れ

ま
で
に
判
明
し
て
い
る
事
実
関
係
に
基

づ
き
、
専
門
家
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら

取
り
ま
と
め
た
報
告
書
の
中
で
、「
地

※非常用DG：非常用ディーゼル発電機
（出典）〈事故の進展〉については、原子力規制委員会資料より作成

 【図8】 福島第一の事故の進展と浜岡の安全対策

環境への大規模な放射性物質の放出

外部電源対策

〈浜岡での対策の代表例〉

5号機の受電回路の
増設など

〈事故の進展〉

地震発生

原子炉停止

非常用DG※/
炉心冷却系起動

外部電源喪失

多重故障および共通要因故障
非常用DG※/直流電源喪失

津波来襲

炉心冷却機能喪失

格納容器破損・原子炉建屋への漏えい

原子炉建屋の水素爆発

防波壁の設置など津波浸水防止対策

ガスタービン発電機の
高台設置など電源確保

地下水槽の高台設置
など冷却機能確保

フィルタベント設備の
設置などシビアアクシデント対策

炉心損傷
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４
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５
Ｐ
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震
時
お
よ
び
地
震
後
の
プ
ラ
ン
ト
挙
動

に
関
す
る
現
時
点
の
デ
ー
タ
や
分
析
の

範
囲
内
で
は
、
基
本
的
な
安
全
機
能
を

損
な
う
地
震
の
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
知
見
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。（
中

略
）。
安
全
上
重
要
な
同
種
の
設
備
・

機
器
が
、
津
波
や
浸
水
と
い
う
共
通
の

要
因
に
よ
り
、
同
時
に
機
能
喪
失
し
た

と
こ
ろ
に
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
」
と

示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
地
震
発
生
か
ら
津

波
来
襲
ま
で
は
、
温
度
や
圧
力
な
ど
の

デ
ー
タ
か
ら
安
全
上
重
要
な
設
備
は
機

能
し
て
お
り
、
地
震
に
よ
っ
て
致
命
的

な
損
傷
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
報
告

さ
れ
て
お
ら
ず
、
津
波
に
よ
る
被
害
に

よ
っ
て
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

Ｑ
福
島
第
一
の
事
故
の
知
見
は
、
浜

岡
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
安
全
性

向
上
の
対
策
に
活
か
さ
れ
て
い
る
の

か
？

Ａ 

福
島
第
一
の
事
故
の
直
接
の
原
因

は
、津
波
に
よ
り
「
海
水
取
水
ポ
ン
プ
」

や
地
下
に
設
置
さ
れ
て
い
た
「
非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
」
な
ど
の
重
要
な

機
器
が
浸
水
し
て
炉
心
を
冷
や
す
機
能

を
失
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

【
図
８
】。

　

浜
岡
で
は
、
福
島
第
一
の
事
故
の
知

見
を
踏
ま
え
、
防
波
壁
な
ど
に
よ
り
敷

地
内
へ
の
浸
水
を
防
ぐ
対
策
、
水
密
扉

な
ど
に
よ
り
建
屋
内
へ
の
浸
水
を
防
ぐ

対
策
に
加
え
、
冷
や
す
機
能
を
強
化
す

る
な
ど
、
多
様
化
・
多
重
化
を
図
っ
て

い
る
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
、
電
源
に
つ
い
て

は
、
発
電
所
内
の
海
抜
40
㍍
の
高
台
に

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
を
設
置
し
、
外

部
電
源
が
停
止
し
た
場
合
に
備
え
て
い

る
。
原
子
炉
建
屋
内
に
お
い
て
も
、
既

設
の
蓄
電
池
の
容
量
を
増
や
す
と
同
時

に
、
予
備
の
蓄
電
池
を
用
意
す
る
。
さ

ら
に
各
原
子
炉
建
屋
の
屋
上
に
災
害
対

策
用
発
電
機
を
設
置
し
て
い
る
。

Ｑ
７
月
に
新
た
な
規
制
基
準
が
施
行

さ
れ
た
が
、
浜
岡
は
こ
の
基
準
を
ク
リ

ア
し
て
い
る
の
か
？

Ａ 

浜
岡
で
は
、
11
年
７
月
に
津
波
対

策
を
公
表
し
て
以
来
、
12
年
12
月
に
は

防
波
壁
の
嵩
上
げ
を
は
じ
め
と
す
る
津

波
対
策
の
強
化
、
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
設

備
の
設
置
な
ど
の
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン

ト
対
策
、
13
年
４
月
に
は
取
水
槽
他
か

ら
の
溢
水
対
策
な
ど
の
実
施
を
決
め
、

現
在
、
14
年
度
末
ま
で
に
こ
れ
ら
の
対

策
を
終
え
る
よ
う
、
各
種
工
事
を
進
め

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
対
策
の
多
く
は
、

新
た
な
規
制
基
準
の
要
求
事
項
を
満
た

す
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
新
規
制
基
準
に
速
や
か
に
適

合
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
さ
ら
に
必

要
な
対
応
を
検
討
、
実
施
し
て
い
く
。

Ｑ
ハ
ー
ド
面
の
対
策
を
い
か
に
整
え

て
も
、
最
後
は
人
間
の
対
応
に
左
右
さ

れ
る
。
緊
急
時
に
こ
れ
ら
の
対
策
は
し

っ
か
り
機
能
す
る
の
か
？

Ａ 

中
部
電
力
で
は
、
浜
岡
の
津
波
対

策
や
緊
急
安
全
対
策
な
ど
既
に
対
策
が

完
了
し
て
い
る
設
備
を
用
い
て
、
個
別

の
訓
練
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
各
対
策
を
組
み
合
わ
せ
た
総

合
的
な
訓
練
を
実
施
し
、
会
社
全
体
、

協
力
会
社
を
含
め
た
関
係
者
が
一
丸
と

な
っ
て
、
緊
急
時
に
よ
り
確
実
に
対
応

で
き
る
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
。　

　

ま
た
、
国
・
自
治
体
が
計
画
す
る
防

災
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
連
携
を
強
化

し
、
対
応
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

Ｑ
今
後
の
安
全
性
向
上
の
取
り
組
み

は
？

Ａ 

中
部
電
力
で
は
、
現
在
実
施
中
の

津
波
対
策
や
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対

策
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
対
策
を
着
実
に

進
め
る
と
と
も
に
、
ソ
フ
ト
面
に
お
い

て
は
、
防
災
体
制
の
強
化
に
継
続
的
に

取
り
組
み
、
静
岡
県
お
よ
び
関
係
市
町

と
の
連
携
強
化
を
図
る
。

　

ま
た
、
新
規
制
基
準
に
速
や
か
に
適

合
す
る
こ
と
を
目
指
し
検
討
を
進
め
、

必
要
な
対
策
を
順
次
実
施
す
る
と
と
も

に
、
常
に
最
新
の
知
見
を
反
映
し
て
浜

岡
の
安
全
性
を
よ
り
一
層
向
上
さ
せ
て

い
く
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
、
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
ご
説
明
を

す
る
こ
と
で
、
地
元
を
は
じ
め
社
会
の

皆
さ
ま
に
ご
安
心
い
た
だ
け
る
よ
う
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

防災訓練の様子


